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 開発した大型金型加工機は、同一座標上に複数のヘッドを備えるマルチヘッド制御を可能にするため、X 軸と Y 軸
にはリニアモータを搭載して、最大９本のマルチヘッドを最大 40 軸同時制御を可能にした。同機は、リニアモータ
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方法、三次元金型加工に最も適した等高線加工経路生成用 CAM ソフトの開発と NC データ生成法、および各ヘッド
間の干渉回避策を工夫するとともに、実物大の金型モデルの加工を実施し、加工機と CAM システムの有効性を確認
した。これによって大型で複雑な形状の加工にもマルチヘッド多軸加工機の実用化が可能であることを示した。 
 以上のように、本論文では、新たなコンセプトに基づいて開発した移動型マルチヘッド多軸加工機は加工能率の向
上に加えて加工精度が実用レベルに達していることを多角的に実証した。よって本論文は博士論文として価値あるも
のと認める。 
